
論文を投稿した結果、何が言いたいのかよく
わからない、インタビューの内容と研究目的が
合っていない、分析結果の抽象度が上がりす
ぎてテーマから離れているなどの、査読コメント
が返ってきたことはありませんか。

そこで本研修会では、具体例をあげながら
質的研究の分析、書き方、査読者の視点か
らみた質的研究論文の評価などをご教示いた
だきます。質的研究論文を投稿予定の方、は
じめて質的研究に取り組む方、質的研究を
査読される方などにとって参考になる研修にな
ると考えております。

秋元 典子 先生
(甲南女子大学・学長)

■日時：2023年2月26日（日）14：20～15:20
■場所：パシフィコ横浜 ノース（第7会場）

第37回日本がん看護学会学術集会

採択される質的研究論文を
書くために押さえておきたいポイント

主催：日本がん看護学会編集委員会
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